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7. 腹腔鏡下手術が適応可能であると考えられた絞扼性腸閉塞の 1 例 
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学会発表 

【第 70 回日本医学検査学会】 

教育講演 

救急・集中治療医からみた緊急輸血とその課題について 

中村篤雄 

 

【第 35 回日本外傷学会総会・学術集会】 

一般演題 

成人重症外傷に対するドクターヘリ診療の意義―傾向スコア分析を用いた観察研究― 

鍋田雅和 

 

外傷性頸髄損傷に伴う高度徐脈・PEA 症例に対する治療経験 

後藤雅史 

 

【第 32 回日本急性血液浄化学会学術集会】 

ワークショップ 

集中治療領域の終末期に対するアドバンスケアプランニングと腎代替療法の中断プロセスの実施に

ついて 

中村篤雄 

 

【第 28 回日本航空医療学会総会】 

パネルディスカッション 

ドクターデリバリーシステムは地域格差を解消する可能性がある 

平湯恒久 

 

一般演題 

現場で除染を行いヘリ搬送したフェノールによる化学熱傷の一例 

金苗幹典 

 

【第 49 回日本救急医学会総会・学術集会】 

ワークショップ 

病棟ラウンドを教育の場とした RRS の構築 



山下典雄 

 

一般演題 

外傷早期に V-V ECMO を導入し救命し得た高齢者の重症胸部外傷２症例 

平湯恒久 

 

【第 45 回日本死の臨床研究会年次大会】 

パネルディスカッション 

コロナ禍の救急医療と意思決定支援〜3次救命救急センターの視点から〜 

中村篤雄 

 

【第 27 回日本災害医学会総会・学術集会】 
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福岡県の COVID-19感染者に対するホテル宿泊療養アドバイザーとしての活動 

山下典雄 

 

【第 25 回日本救急医学会九州地方会】 

一般演題 

COVID-19肺炎による severe ARDS を呈した高度肥満症例に対し適切な人工呼吸管理を行い

救命できた 1 例 

森田敏夫 

 

早期診断が困難であった小児外傷性胸部圧迫症の 1 例 

国武和也 

 

【第 5 回に本集中治療医学会九州支部学術集会】 

一般演題 

間欠的空気圧迫は大腿静脈カテーテル抜去後の抜去後再出血の原因となる 

福田理史 

 

【第 39 回福岡救急医学会学術集会】 

シンポジウム 

当院における新型コロナウイルス感染症への対応と救急医療体制の維持について 

中村篤雄 

 

一般演題 



分娩後出血（postpartum hemorrhage: PPH）に対する取り組み〜大量輸血の予測因子について

の検討〜 

平湯恒久 

 

【第１回福岡次世代救急セミナー】 

一般演題 

ハチ毒による DIC 症例 

平湯恒久 
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重症熱中症の病態解明および血管内皮障害に対する新規治療探索 
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